
問題と目的

　保育所は，助産施設，乳児院，母子生活支援施設，

幼保連携型認定こども園，児童厚生施設，児童養護施

設，障害児入所施設，児童発達支援センター，情緒障

害児短期治療施設，児童自立支援施設及び児童家庭支

援センターとならぶ児童福祉施設であり，「すべて児

童は，ひとしくその生活を保障され，愛護されなけれ

ばならない」とする児童福祉法の中で位置づけられて

いる。その保育所は「保育を必要とする乳児・幼児を

日々保護者の下から通わせて保育を行うことを目的と

する施設」（児童福祉法第39条）である。厚生労働省

（2016）によれば，全国に施設数26,265ヶ所，定員

2,557,133名，常勤換算従事者数は保育士と保育教諭

あわせて407,290名（いずれも幼保連携型認定こども

園，保育所型認定こども園を含む）（2016年10月１日

現在）であり，保育所をはじめとした児童福祉施設は

多様な専門性をもつ職員が共働して，子どもたちの生

活と発達を保障する場となるべく日々努力を重ねてい

る。

　保育に対するニーズの高まりもあって施設数，従事

者数ともに年々増加しており，毎年新たに保育者とし

て着任する者たちも多い。その一方で保育所から離職

をする者も少なくなく，全国保育士養成協議会

（2009）が保育士養成校卒業後２年目，６年目，11

年目の卒業生を対象に行った調査によると，卒業直後

職場と現在の職場が同じである割合が公立認可保育所

で78.8％，私立認可保育所で69.1％となっており，

２割から３割の保育士が卒業後10年のうちに職場を

離れている。その理由として，「職場の方針に疑問を

感じた」や「職場の人間関係」「残業の多さ」「継続

できない職場の雰囲気があった」「心身の不調」など

があげられ，保育者としての力量を発揮する以前に離

職を余儀なくされることがみられる。

　こうした保育者の成長過程やキャリア形成の実証的

な研究は少ないが，坂井・山本（2015）は公立保育

所の園長経験者へのインタビューを通して，保育者の

キャリア形成のパターンやキャリア阻害の問題や対象

の可能性について検討している。そこでは，正規雇用
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は，実際に身についた知識や技能と，これから身につけるべき知識や技能に大別され，保護者対応や自己

評価の認識，毎日の仕事の流れなどが抽出された。今の仕事の見通しでは，仕事上の見通しと生活上の見

通しがあげられ，人事異動に関する言及や，自身の結婚や出産，見通しがもてないといった概念が抽出さ

れた。保育の面白さでは，保護者との連携や支援，子どもの育ちや成長の共有といった概念が抽出され
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の保育者キャリアの最初の段階には新人の段階が示さ

れ，その内容として保育者資質の基盤，パートナーと

のマッチング，新卒２年目の危機があげられており，

新卒１年目は許されても２年目には許されないプレッ

シャーが影響を与えているのではないかと示している。

また，高澤・田丸・高橋・山田・久留嶋・今井・木

曽・中原（2016）では母子生活支援施設職員にイン

タビューを行い，職員間の連携や気持ち（感情）のコ

ントロール，仕事とプライベートとの気持ち（意識）

の切り替えといった視点から職員の成長過程について

検討した。その結果，職場における情報共有や互いに

話しやすいといった職場の環境づくりの検討などが必

要であることが示された。

　これらを踏まえ，本研究では新任の保育所保育士の

１年目と２年目にインタビュー調査を行い，保育者と

しての成長過程を明らかにすることを目的とする。こ

の研究は成長過程に関する基礎的な概念を検討するこ

とを目的とするため，個人の成長は基本的に追わず，

概念抽出を中心に分析を行う。

方法

１．調査協力者：四年制大学を2015年3月に卒業し就

職した中国地方の公立初任保育士，１年目は５名（男

性１名，女性４名），２年目は４名（男性１名，女性

３名）。うち，１年目と２年目両方に協力した方は３

名であった（表１）。

表１　調査協力者の担当クラス

２．実施時期・場所：2015年12月および2016年12月

から2017年２月，調査者所属大学の教室にて実施。

３．調査内容：１年目では「現在の仕事の内容」「仕

事上心がけていること」「職場におけるあなたの役

割」「就職以降身についた知識や技術」「現在行われ

ている研修」「今の仕事や生活についての見通し」

「保育者同士の仲の良さ」「職場外の保育者との情報

交換」「仕事とプライベートの切り替え」「現在の仕

事を選んだ理由と仕事のやりがい，しんどいと感じる

こと」「休暇のとり方」「仕事を辞めたいと思ったこ

とはあるか」「保育の面白さ」「保育者を目指してい

る学生に対して一言」について，２年目では１年目の

項目に加えて「２年目になって子どもの見方が変わっ

たところ」「２年目になってからの仕事以外での生活

の変化」について，半構造化面接で意見を聴取した。

面接時間は90分から120分ほどであった。概念抽出に

あたっては，心理学や幼児教育を専門とする大学教員

３名で協議した。

４．倫理的配慮：調査内容を調査協力者に確認し，参

加承諾書に署名をしてもらった。また，調査協力者の

承諾を得てICレコーダーにて発話の録音を行った。

結果と考察

　本研究においては保育者としての成長過程における

「仕事についてから身についた知識や技能」「今の仕

事についての見通し」「保育の面白さ」の３つの視点

に関する発話から概念を抽出し，考察を行う。

１．仕事についてから身についた知識や技能

　得られた発話は，実際に身についた知識や技能（個

に応じた対応，保護者対応，毎日の仕事の流れ，自己

評価の認識，発達を踏まえた保育，子どもの反応のと

らえ方など）と，これから身につけるべき知識や技術

の必要性（保育スタイルの確立の必要性，感情のコン

トロール，保護者対応の必要性，子どもの気持ちを支

える必要性，研修の必要性，自己評価基準の設定な

ど）に分けられた。これらの概念について，１年目と

２年目では内容や概念に若干の違いが見られたことか

ら，以下では１年目と２年目それぞれの発話から見ら

れる特徴について検討する（表２，３）。

　まず１年目でみられた身についた知識や技能として，

「個に応じた対応」があげられている。「その子を取

り巻く環境はその子だけのものなので」（Ａさん）と

いう発話から，保育所内だけでなく家庭環境も見すえ

た子どもの見立てが重要であることが認識されている

ことがうかがえる。「保護者対応」では，「学生の時

にはしたことがなかったとこなので」（Ｂさん）とい

う発話から保育実習や保育ボランティアでは行うこと

はなかった保護者対応について，職員として経験する

ことが特徴として語られている。また，「食事しまし
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表３　これまで身についた知識・技能（２年目）

表２　これまで身についた知識・技能（１年目）

 



ょうとか（略）技術と知識っていうか」（Ｃさん）と

いう発話から，大学で学んだ知識や知見を活かしつつ

専門職としての対応を模索している姿がうかがえる。

そして「毎日の仕事の流れ」があげられ，「日誌も，

週案とかたてるんですけど，（略）あ，こんな感じに

して完成させていくんだなって」（Ｄさん）や，「２

歳に関してはというと，70，80（％）いけると思う

んです」という発話から，１年目に任された日々の仕

事を通して保育所における仕事の流れを身につけてき

ていることがうかがえる。ただ，「だけど，もつ年齢

が変わったら，ぜんぶわかんなくなるんです」（Ｅさ

ん）とあるように現在の担当をベースにしており，全

体を見渡した仕事のながれとまではいかないことが示

された。

　次に，１年目でみられた必要性を感じる知識や技能

として「保育スタイルの確立の必要性」があげられて

いる。「真似してるだけじゃ育たんけえ，それを一回

自分に取り込んで，自分のものにしていけよと」（Ａ

さん）との発話から，職業人としての保育者の独自性

や個性について今後考えていく必要があるという認識

が見られた。また，「感情のコントロール」では「怒

らないようにとか叱らないようにとは，思ってるんで

すけど，いらーっとしてしまったら，ちょっとそれが

子どもに伝わってしまう」（Ｂさん）と発話され，特

にネガティブな感情を抱いたときにおいて子どもの前

で気持ちをコントロールしていく必要性が語られてい

る。

　２年目になると，身についた知識や技能では「自己

評価の認識」があげられ，「できてないところばっか

りに目が向いてたんですけど，ちょっとでもできとる

ところに私が目を向けれるようになったのかな」（Ｂ

さん）という発話から，２年目になることによってあ

る程度自分を客観的にみる視点ができてくることが示

唆された。また，「発達を踏まえる」において「５歳

ということで１歳とは全然ちがう」（Ｃさん）という

発話から１年目とは異なる年齢を担当することによっ

て，子どもの発達に応じた保育を実感していることが

認められた。「子どもの反応のとらえ方」も「今まで

は3人担任で見とったから（略）３歳になったらある

程度分かってくれることも増えて」（Ｆさん）と，担

当年齢が１年目と変わったとともに，複数担当から単

独担当になったということもあわせて，子どもの反応

から自らの仕事に対する責任を示唆する発話が見られ

た。また，１年目と同様に「個に応じた対応」概念の

発話もＦさんから見られ，集団の中における子ども一

人ひとりをみることに気づくことが若手保育士の成長

過程に見られることが示された。

　２年目において語られた知識や技能の必要性では，

「研修の必要性」と「自己評価基準の設定」があげら

れた。「研修の必要性」では「それに至る過程とかが

詳細に書いてある書類とかみたら，おお，応用できる

なとか，こういうねらい持ったら子どもがこうなんじ

ゃみたいなところ」と他の保育者の保育を見ることや，

「技術というよりは知識の面で，（略）それを技術に

して現場で還元できてるか」と知識と技術の往環がで

きる研修の必要性が語られていた。「自己評価基準の

設定」では，「ちょっとねらいの立て方おかしかった

なっていう時も。自分に疑問を持つことが多いんで2

年目は」という発話から，自分の保育者としての評価

の基準を立てようとしている姿勢がうかがえた。

　以上のことから，１年目と２年目では共通する概念

がある一方で，１年目は初めて体験する仕事や経験に

対しての対応といったことがあげられるのに対して，

２年目では比較的客観視したなかで身についたことや

これから自分にとって必要なことを認識していること

が示された。

２．今の仕事についての見通し

　得られた発話は，仕事に関する見通しを述べた発話

（年度末，年間の保育スケジュール，人事異動，職場

文化，園文化，離職・復職など）と，生活に関する見

通しを述べた発話（結婚，出産，育児など）に分けら

れた。また，これらの事態に関しての心理的な側面

（人事異動への不安，モデルを見ることによる仕事と

生活の両立への不安など）も語られていた。１年目，

２年目ともにほぼ同様の発話概念が見られたことから

も，以下では１年目と２年目の発話の共通性を述べた

上で，違いについて言及する（表４，５）。

　まず，１年目と２年目では長期的な見通しを持つこ

とができていないこと（「見通しの持てなさ」）が共

通して挙げられる。見通しが持てない理由は，例えば

「だって保育所生活が初めてですから，子どもたちと

一緒で，行事に関しても，なにをすりゃあええんか

（わかならい）。保育士としてどう動きゃあええんか
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表４　今の仕事についての見通し（１年目）
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表５　今の仕事についての見通し（２年目）

 



も全然分からんし。」や「ほんとにただ毎日こなすこ

とが私の中でまだまだいっぱいいっぱいで…。」とい

った発話に見られるように，現在の仕事を理解し，対

応していくことに力が注がれているためであると考え

られる。また，１年目のインタビューからは，就職す

る前に漠然と保育士としての仕事や生活のイメージを

持っていたが，働き始めたからこそ仕事の内実がわか

り，見通しが持てないといったパターンも見られた。

　長期的な見通しが持てないといった類似点はあるも

のの，２年目になると保育所での１年間の過ごし方の

イメージが掴めてきており（例えば「４月が始まって

「10月の運動会があるな」とか「その前は忙しい

な」とか，参観日がけっこうあって５月も６月もあっ

て…。」），具体的に１年間の保育をイメージして見通

しを持ち保育をしていることがうかがえる。

　仕事に関する見通しでは，１年目，２年目ともに人

事異動等で職場の環境がいつか変わりうることが見通

されている。この時，現在の職場環境や保育の文化に

気付いているがために，現在培っている経験や知識が

他の保育所で通用するのかという観点から人事異動へ

の不安が高まっている。一方で，様々な保育を知りた

いという思いもあり，これは人事異動を通した成長へ

の期待が示されたといえる。

　生活に関する見通しでは，１年目と２年目ともに結

婚，出産，育児が挙げられた。これらライフイベント

の具体的な時期は，出産時の年齢を基準にして考えら

れていた。育児と併せて仕事の継続について語られて

おり，育休や産休を活用して仕事を継続していくとい

う見通しが語られていた。しかしながら，育児と仕事

を両立する身近な同僚を見ている事や（例えば「続け

るつもりはあります。でも，ほんとに子ども持ちなが

ら仕事されとる先生とかすっごい大変そうなんで，で

きるんかなっていうのはあるんですけど。」），既に仕

事と生活の両立にしんどさを抱えていることが（例え

ば「やっぱり仕事をしていく中でしんどいところもい

っぱいあるので，いつまで続けられるのかなこんなこ

とって」），育児をしながらの仕事の継続に不安感を

抱かせていた。

３．保育の面白さ

　得られた発話は，子どもに関するもの（子どもの育

ちや成長，保育者の働きかけに対する子どもの反応な

ど）と保育に関するもの（行事・教材の共有体験，保

護者連携や支援など，）の２つの概念に分けられた。

各概念は，１年目と２年目と共通して語られていたた

め，各概念の中心的な下位概念について具体例を示し

ながら説明していく（表６，７）。

　まず，子どもに関しては，日常の中で子どもの育ち

や成長（子どもの育ちや成長）を感じたり，捉えたり

することが挙げられた。例えば，「出来んかったとこ

ろが出来るようになったところを，一緒に喜べるのは

面白いかな。」（Ｄさん）や「子どもが１歳だから，

まあ，成長がすごく大きくって，しゃべれんかった子

がしゃべれるようになったり，ハイハイの子が，歩け

るようになったりっていうのが，すごく見れるので。

まあ，すごい，そこは，面白い。」（Ｃさん）の発話

にみられるように，日々の保育の積み重ねの中で，子

どもの発達や変化が目に見える瞬間や成長が実感でき

ることは，保育者にとって喜びとなり，保育の面白さ

につながっていた。さらに，「やっぱり自分のクラス

の子どもたちが，私の期待に応えてくれたとき。（は

面白さと感じる）こっちが期待に応えてくれるように

仕向けるんですけど，期待に応えられるように練習も

一緒にするんですけど，やっぱりその期待していた以

上のことをしてくれたりしてくれるんですよ。そのと

きにやっぱり子どもってすごいなぁって。全然予想し

ていた姿と違うわ（と思う）。」（Ｅさん）の発話にみ

られるように，子どもとのやり取りの中での子どもの

反応（保育者の働きかけに対する子どもの反応）は，

保育者の保育に対する手ごたえを感じられるときでも

あり，また予想外の反応は，子どもを捉え直す瞬間に

もなっているようだった。

　次に，保育に関しては，子どもと行事を一緒に作り

上げることや教材を味わう（行事・教材の共有体験）

が挙げられた。例えば，「発表会はすごく楽しかった。

私自身が。（略）私出る人，だから練習も一緒にやる。

（略）子どもたち同士で何とかちゃん，何とか言うん

よって違う動物の子がパオーンって言わんと，ゾウさ

んパオーンって言うんよ。って，言ってるのがすごい

面白くって，それをうまく私がつなげていくのもすご

く楽しくて，もう発表会すごい楽しかったです」（Ｅ

さん）の発話にみられるように，発表会で子どもを指

導するだけでなく，一緒に一つの発表会を作りあげる

体験は，子どもたちと喜びや楽しさを共有する場にな
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表６　保育の面白さ（１年目）
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表７　保育の面白さ（２年目）



っていた。また，「絵本とかも見てなかったけど，子

どもと一緒に見ていく中でこの本面白いなとか，ちょ

っと童心に返れるかな（略）。（保育は）デスクワー

クとかじゃなくて，動いたりとか。追いかけっこした

りとか，砂場遊びをしたりとか。遊びが仕事になるか

ら。」（Ｄさん）の発話にみられるように，保育は遊

びを中心とする生活の場である。保育者は子どもの発

達に応じた教材を選定し，遊びの展開を考え，意図を

もった環境構成を行っている。保育者自身も行事や遊

び，教材を子どもと共に楽しむことで，保育の面白さ

を当事者として体験することにつながっていたと考え

られる。また，日々の保育の中で見られる子どもの様

子や変化を保護者に伝えたり，子どもを通して家庭を

支援したりする（保護者との連携や支援）ことも保育

の面白さとして挙げられた。例えば，「子どもがこう

いうことができるようになったよって，保護者に言っ

たら，あ，そうなんですよ，家でもね，みたいな話が，

まあ，私は本当ちょろっとなんだけど，そういう風に

できるとやっぱ嬉しいかな。」（Ｃさん）や「先生っ

ていう職業全部だと思うんですけど，良くも悪くも，

その子，その家庭の人生を背負えるっていうか，まあ，

支援できる。」（Ａさん）と発話にみられるように，

初任保育者にとって，保育の中で見られた子どもの様

子を伝えたり，家庭と共有できることは，保護者との

信頼関係を築くことにつながり，子育てを行っている

家庭の支援者として携わる喜びや責任を感じる瞬間で

あることがうかがえる。

まとめと今後の課題

　本研究では新任の保育所保育士の１年目と２年目に

インタビューを行い，保育者としての成長過程を明ら

かにすることを目的として調査を行い，仕事について

から身についた知識・技能，仕事の見通し，保育の面

白さの３つの視点から分析を行い，概念を抽出した。

これらの分析を踏まえて，就職後１年目および２年目

における保育者の成長過程について考察する。

　まず，仕事についてから身についた知識や技能では，

実際に身についた知識や技能とこれから身につけるべ

き知識や技能の必要性に大別された。知識や技能その

ものが身につくことも重要であるが，知識や技能の必

要性についてメタな認識をすることは，今後の保育者

としての成長を促すものであり，今後保育者を継続す

る上での動機づけになっていることが考えられる。今

後は新たな必要性の認識をもった中で，どのようにそ

の知識や技能を身につけていくかを検討する必要があ

ると考えられる。

　次に，今の仕事の見通しでは，仕事に関する見通し

と，生活に関する見通しとに大別された。１年目は現

在の仕事への理解や対応が中心であったのに対して，

２年目では現在の仕事をある程度把握した上で見通し

をもつという過程がうかがえる。また，公立保育所の

場合は異動が毎年行われることもあり，それが環境変

化への期待と不安を抱かせることが示された。

　保育の面白さでは，子どもの成長や感情の共有とい

った子どもとのやりとりを通して得られる達成感やや

りがいが概念としてあげられた。全国保育士養成協議

会（2009）では離職の原因として，子どもに関する

ことがほぼ挙げられていないことと対照的である。今

後は子どもを見る視点の変化とともに面白さの質的変

化についても検討する必要があると考えられる。

　また，坂井・山本（2015）で示された保育者のキ

ャリアパターンで示された新卒２年目の危機について

は今回の調査での分析では抽出されなかったが，今後

の調査にて分析を行いたい。その一方で，高澤他

（2016）で母子生活支援施設職員への調査でみられ

た感情のコントロールなどが今回の発話から見られた

ことから，保育所という環境における成長過程と，ほ

かの児童福祉施設での成長過程との比較も今後の課題

としてあげられる。
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    We interviewed newly adopted nursery teachers who graduated from four-year university to research their growth 

process as professionals. We analyzed the interviews from the viewpoint of their acquired knowledge and skills, their 

prospects of the job and the interest of nursing and child education. In acquired knowledge and skills, we found that they 

told actually acquired knowledge and skills and required knowledge and skills. In prospects of the job, we found that they 

have prospects of the work and the life. Teachers who work at public nursery school have both expectation and anxiety for 

personnel shift. In interest of nursing and child education, they are interested in children’s growth and development and 

share of emotion with children.
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